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見つめ直そう地域の絆自主防災特集



自助

公助

共助

日ごろから家庭で話し合い、災害に備え準備すること。

災害時要援護者（一人暮らしの高齢者や障がい者など）の避難の協力
や、地域で消火活動を行うなど、周りの人たちと助け合うこと。

行政や消防・防災機関による救助活動、支援物資の提供などの公的支
援のこと。

　防災には「自助」「共助」
「公助」の３つの「助け」
があります。

　災害時には、この３つが互い
に連携し一体となることで、被
害を最小限に抑え、早期の復旧・
復興につなげることができます。
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災
害
が
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生
し
た
場
合
、「
消
防
」「
警
察
」「
自

衛
隊
」
な
ど
の
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は
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　「公
助
」
に
よ
る
救
助
や
救
援
が
来
る
ま
で
の
数
日
間
、
家
族
や

地
域
住
民
と
の
助
け
合
い
の
精
神
で
、
自
分
た
ち
の
命
と
ま
ち
を
守

れ
る
だ
け
の
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力

たん か

自主防災特集
見つめ直そう地域の絆

見つめ直そう地域の絆
　市内の各地区では、昨年の３月11日に起こった東日本大震災以降、「自分たちの地域は自分で守る」ために「自主防災
組織」の活動や訓練など、色々な取り組みが芽生えています。
　私たちには今、震災の教訓を通じて「地域の絆（コミュニケーションづくり）の大切さ」が問いかけられているので
はないでしょうか。

公 助

自主防災特集

★メールで災害情報を入手！

「小城市防災メール」
　小城市が提供する防災メールで防災情報（大雨警
報・土砂災害警戒情報など）をいち早く携帯電話や
パソコンにお届けします。このサービスを利用され
る場合は、利用者登録が必要です。
◆登録はいずれかの方法で
・ogi-shimin
　@bousai.city-ogi.jp
　に空メールを送る。

・ＱＲコード
　で読み取る。

《自主防災組織のススメ方》
　自主防災組織は、住民の皆さんによる自主的な活
動です。また、組織の規約や活動内容などは、地区の
状況に応じて作成することになります。

組
織
の
活
動
と
は

自
主
防
災

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

　自
主
防
災
組
織
の
活
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に
は
、平
常
時
と
災
害
時
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。平
常
時
の
活
動
成
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が
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が
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災
害
発
生
時
に
生
か
さ
れ
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
、地
域
の
皆
さ
ん
で
役
割
分
担
や
地
域
内
の
災
害
時
要
援
護
者

な
ど
の
情
報
確
認
、防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

平常時の活動例

地域住民が協議し、
組織の活動などを決定

⬇
規約、活動内容（地区の防災計画）などの作成
※詳細は総務課（☎63-8818）にご相談ください。

④防災訓練
　情報伝達訓練、消火訓練、避難

訓練、救急救助訓練などを、地域

の皆さんで取り組み、問題点を改

善します。

⑤地域コミュニケーション

の確保
　地域コミュニケーションを充

実させて、一人暮らしの高齢者や

障がい者、乳幼児など災害時に支

援が必要な方を把握します。

①地域住民への防災意識の

普及活動
　防災対策は、まず一人ひとりが

防災に関心を持ち、備えをしてお

きます。

②防災巡視・防災点検
　防災の基本は、自分の住むまち

をよく知ることです。地域内の危

険箇所や防災上の問題点を地域

の皆さんで協議し、改善する必要

がある場合は、対策の検討や、地

区の防災マップを作成します。

③防災用品の整備
　地域の実情に応じて、必要なも

のを準備

しておき、日ごろから点検や使

用方法の確認をしておきます。

牛津町天満町の公民館には、担架やヘルメット・
懐中電灯などが用意されています。

自 助 共 助
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牛津町天満町自主防災会 会長　本村 廣太さん

【講師】

自主防災特集
見つめ直そう地域の絆

もと　むら　  ひろ　た

左）消防署と一緒に住民総出の消火活動。
中）月1回の班長会。部屋の左奥には巨大な「天満町防災マップ」を掲示。
右）公民館には万が一に備え、非常食などを常備。

小
城
市
消
防
団
長

　秋
丸 

政
光
さ
ん

〝
熱
き
消
防
団
員
た
ち
〞

　市
民
と
連
携
プ
レ
ー
で
!!

　

小
城
市
消
防
団
に
は
、現
在
１
１
０
０

人
の
団
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、消
防
署
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、い
ざ
と
い
う
時
に
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
動
作
を
体
に
叩
き
込
み
、最

近
で
は
、山
林
火
災
や
水
害
に
対
応
し
た

訓
練
、災
害
時
の
誘
導
に
力
を
入
れ
た
避

難
訓
練
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
て
防
災
に
関
心
を
持
ち
、

避
難
訓
練
な
ど
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
自
助
〞
〝
共
助
〞
の
た
め
に
は
、知
識

や
経
験
が
な
け
れ
ば
動
け
ま
せ
ん
。住
民
、

地
域
、消
防
団
が
協
力
し
合
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
ね
。

防
災・減
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２

〜
３・11 

あ
の
時
を
忘
れ
な
い
〜

　
日
時

　
３
月
20
日
㈷ 

13
時
30
分
〜（
開
場
13
時
）

　
場
所　
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

　
講
演
会
の
内
容　

・
自
主
防
災
組
織
活
動
の
実
践
紹
介

　
（
天
満
町
区
・
深
町
区
）

・
基
調
講
演

　
「
命
を
守
る
防
災
」

〜
大
津
波
か
ら
生
き
抜
い
た
釜
石
市
の
子

ど
も
た
ち
、
そ
の
防
災
教
育
に
学
ぶ
〜

　
片
田
先
生
の
講
演
で
は
、
釜
石
市
で
津

波
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
約
３

０
０
０
人
の
小
中
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、

押
し
寄
せ
る
大
津
波
か
ら
逃
れ
る
な
ど
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
防
災
教
育
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　
入
場
料　
無
料

【
問
】　 

総
務
課　
☎
63

－

８
８
１
８

牛

早めの防災で“減災”を
　私は深町区に住んで17年になります。うちの地区は、新興住宅地のため、以前より４
倍近い世帯数になりました。そんな地区だからこそ、いざという時に備えて、3年前から
避難訓練を行うことにしたんです。去年の訓練は、樋口地区との境界の水路が浸水しや
すいことから、樋口・五条地区へ呼びかけ、「祇園川が決壊して50㎝ほど浸水した」と想
定し、避難場所をドゥイング三日月と決めて合同で行いました。当日は、３地区を合わせ
て300人の参加者があり、訓練には、行政や日赤、社会福祉協議会などからもアドバイス
をもらいました。
　その後のアンケートでは、「訓練の必要性を感じた」という声が多く寄せられました。
また、訓練を通してお隣さんやご近所さんとのつながりもできたんじゃないかと思いま
す。
　今後は、住民の皆さんの得意分野を事前に把握することで、災害がいつ来てもすぐ対
応できるようにして“減災”につながればと思います。こうした行政に頼らない地域づく
りが早期復旧につながり、深町地区の住民の幸せにつながると考えています。

あ
き

　ま
る

　

  

ま
さ

　み
つ

左）消防団と一緒に浸水に足を取られないように、ロープを握った避難訓練。
中）消防署によるAEDや人工心肺蘇生法の実技指導と実践訓練。
右）社協や地域防災リーダーと簡単にできる担架作りを実践。

自分の身を守れる“力”をつける
　天満町区は、昭和24、28年を始め、過去７～８回大雨の被害にあっています。　
　そこで、『いざというとき、自分たちの命と財産は自分で守れる地域にしたい』と平成19年に自主防災
組織を発足しました。
　うちの地区では、始めに「天満町区防災マップ」作りに取り組みました。災害が想定される場所、交通の
危険箇所などをみんなで意見を出し合い、現地を確認して作り上げた防災マップは、各世帯に配布しま
した。また、地区の公民館にも拡大したマップを貼っています。
　その後は、毎年１回の防災学習会と避難訓練などを行っています。訓練では、平日の昼間に起こりうる
消火活動には『女性の力も重要である』との考えから、女性や高齢者の方にも積極的に参加してもらって
います。消防団以外の自分達がいかに対応できるか、それが「自主防災組織」だと思います。
　防災で重要なのは、日ごろの備えです。天満町区では、毎月27日に班長会を行っています。班長さんに
その班の様子や修繕箇所の要望などを持ち寄ってもらい、情報交換をすることで、情報の共有化とコ
ミュニケーションの活性化につなげています。
　「防災」と言ってもまずは、“決められたことを、決められたように行うこと”それが大事だと思いますね。

▲山林火災想定訓練を実施

取
り
組
み
事
例

自
主
防
災

小
城
防
災
講
演
会

片田　敏孝先生

まつ    お　　 よし  みつ

かた  だ　　 としたか

群馬大学広域首都圏
防災研究センター長
群馬大学大学院工学
研究科教授

三日月町深町自主防災会 会長　松尾 良滿さん

の
が
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け
れ
ば
動
け
ま
せ
ん
。住
民
、

地
域
、消
防
団
が
協
力
し
合
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
ね
。

防
災・減
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２

〜
３・11 

あ
の
時
を
忘
れ
な
い
〜

　
日
時

　
３
月
20
日
㈷ 

13
時
30
分
〜（
開
場
13
時
）

　
場
所　
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

　
講
演
会
の
内
容　

・
自
主
防
災
組
織
活
動
の
実
践
紹
介

　
（
天
満
町
区
・
深
町
区
）

・
基
調
講
演

　
「
命
を
守
る
防
災
」

〜
大
津
波
か
ら
生
き
抜
い
た
釜
石
市
の
子

ど
も
た
ち
、
そ
の
防
災
教
育
に
学
ぶ
〜

　
片
田
先
生
の
講
演
で
は
、
釜
石
市
で
津

波
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
約
３

０
０
０
人
の
小
中
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、

押
し
寄
せ
る
大
津
波
か
ら
逃
れ
る
な
ど
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
防
災
教
育
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　
入
場
料　
無
料

【
問
】　 

総
務
課　
☎
63

－

８
８
１
８

牛

早めの防災で“減災”を
　私は深町区に住んで17年になります。うちの地区は、新興住宅地のため、以前より４
倍近い世帯数になりました。そんな地区だからこそ、いざという時に備えて、3年前から
避難訓練を行うことにしたんです。去年の訓練は、樋口地区との境界の水路が浸水しや
すいことから、樋口・五条地区へ呼びかけ、「祇園川が決壊して50㎝ほど浸水した」と想
定し、避難場所をドゥイング三日月と決めて合同で行いました。当日は、３地区を合わせ
て300人の参加者があり、訓練には、行政や日赤、社会福祉協議会などからもアドバイス
をもらいました。
　その後のアンケートでは、「訓練の必要性を感じた」という声が多く寄せられました。
また、訓練を通してお隣さんやご近所さんとのつながりもできたんじゃないかと思いま
す。
　今後は、住民の皆さんの得意分野を事前に把握することで、災害がいつ来てもすぐ対
応できるようにして“減災”につながればと思います。こうした行政に頼らない地域づく
りが早期復旧につながり、深町地区の住民の幸せにつながると考えています。

あ
き

　ま
る

　

  

ま
さ

　み
つ

左）消防団と一緒に浸水に足を取られないように、ロープを握った避難訓練。
中）消防署によるAEDや人工心肺蘇生法の実技指導と実践訓練。
右）社協や地域防災リーダーと簡単にできる担架作りを実践。

自分の身を守れる“力”をつける
　天満町区は、昭和24、28年を始め、過去７～８回大雨の被害にあっています。　
　そこで、『いざというとき、自分たちの命と財産は自分で守れる地域にしたい』と平成19年に自主防災
組織を発足しました。
　うちの地区では、始めに「天満町区防災マップ」作りに取り組みました。災害が想定される場所、交通の
危険箇所などをみんなで意見を出し合い、現地を確認して作り上げた防災マップは、各世帯に配布しま
した。また、地区の公民館にも拡大したマップを貼っています。
　その後は、毎年１回の防災学習会と避難訓練などを行っています。訓練では、平日の昼間に起こりうる
消火活動には『女性の力も重要である』との考えから、女性や高齢者の方にも積極的に参加してもらって
います。消防団以外の自分達がいかに対応できるか、それが「自主防災組織」だと思います。
　防災で重要なのは、日ごろの備えです。天満町区では、毎月27日に班長会を行っています。班長さんに
その班の様子や修繕箇所の要望などを持ち寄ってもらい、情報交換をすることで、情報の共有化とコ
ミュニケーションの活性化につなげています。
　「防災」と言ってもまずは、“決められたことを、決められたように行うこと”それが大事だと思いますね。

▲山林火災想定訓練を実施

取
り
組
み
事
例

自
主
防
災

小
城
防
災
講
演
会

片田　敏孝先生

まつ    お　　 よし  みつ

かた  だ　　 としたか

群馬大学広域首都圏
防災研究センター長
群馬大学大学院工学
研究科教授

三日月町深町自主防災会 会長　松尾 良滿さん

の
が
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市
長
と
語
る
会
を
開
催
し
て
い
ま
す 

Ｖ
ｏ
ｌ
．３

　　
市
で
は
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
市
政
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
以
降
の
語
る
会
の
内
容
に
つ
い
て
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
そ
の
他
、
地
域
独
自
の
問
題
は
、
関
係
各
課
に
連
絡

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　
　 

企
業
誘
致
の
関
連
で
は

Ｑ�

１
．�

工
場
団
地
の
工
業
用
水
は
ど
う
な
っ
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
給
水
施
設
か
ら
取
っ
た
場

合
、
飲
料
水
に
影
響
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ 

．
工
場
団
地
は
、
友
桝
飲
料
さ
ん
が
４
月
か
ら
操
業

開
始
予
定
を
し
て
お
り
、
市
の
上
水
道
と
地
下
水
を

併
用
し
ま
す
。
上
水
道
は
佐
賀
西
部
広
域
水
道
か
ら

の
水
も
あ
る
た
め
、
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

公
共
施
設
関
連
で
は

Ｑ�

２
．
今
後
も
幼
稚
園
、
保
育
園
を
市
で
運
営
す
る
の

は
難
し
い
の
で
す
か
。

Ａ 

．
財
政
面
と
運
営
面
で
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
民
営

化
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
す
。

Ｑ�

３
．
牛
津
保
育
園
が
民
営
化
と
な
っ
て
ど
う
変
わ
っ

た
か
。

Ａ 

．
人
事
で
は
、
市
職
員
の
退
職
不
補
充
と
し
、
牛
津

保
育
園
に
い
た
職
員
を
別
の
園
へ
異
動
さ
せ
る
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
 　

次
の
民
営
化
対
象
と
し
て
小
城
保
育
園
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
の
国
の
方
針
を
見
極
め
て
決

定
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

ご
み
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
で
は

Ｑ
４
．
太
陽
光
発
電
の
補
助
は
？

Ａ 

．
来
年
度
か
ら
予
算
を
計
上
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ�

５
．
ご
み
の
焼
却
に
つ
い
て
、
現
在
、
唐
津
に
持
ち

出
し
て
焼
却
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
城
市
内
に
焼

却
炉
を
作
る
予
定
は
な
い
の
で
す
か
。
年
間
、
相
当

の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
。

Ａ 

． 

以
前
、小
城
と
多
久
で
１
２
０
億
程
度
か
け
て
焼

却
か
ら
最
終
処
分
ま
で
の
施
設
を
建
設
す
る
計
画
で

し
た
。
し
か
し
、
県
が
産
廃
処
理
場
と
し
て
建
設
し

た
炉
を
、
一
般
廃
棄
物
処
理
で
困
っ
て
い
る
自
治
体

も
受
け
入
れ
る
よ
う
に
変
更
し
た
た
め
、
当
分
の
間

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

 　
今
後
で
す
が
、
市
単
独
で
の
建
設
は
補
助
対
象
と

な
ら
な
い
た
め
、佐
賀
市
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

小
城
市
、
多
久
市
を
含
め
た
広
域
で
の
計
画
を
早
急

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

 　
ま
た
、
処
理
費
用
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
ご
み
減

量
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
生
ご
み
処
理
器

の
「
く
う
た
く
ん
」
や
小
城
町
北
分
署
南
と
牛
津
庁

舎
横
に
あ
る
資
源
物
回
収
所
な
ど
を
利
用
し
て
も
ら

い
、
も
っ
と
も
っ
と
廃
棄
物
の
資
源
化
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

財
政
問
題
で
は

Ｑ�

６
．
小
城
市
の
財
政
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

Ａ 

．
現
在
の
と
こ
ろ
、
小
城
市
の
財
政
状
況
は
比
較
的

良
い
方
で
す
。
今
後
の
歳
出
は
、
財
政
面
か
ら
考
え

る
と
予
算
総
額
を
抑
え
た
い
の
で
す
が
、
学
校
改
築

な
ど
の
大
き
な
事
業
が
あ
り
、
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
一
方
、
歳
入
は
交
付
税
に
大
き
く
依
存
し
て
い

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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ま
す
。
合
併
の
特
例
措
置
が
終
わ
る
平
成
27
年
度
以

降
は
交
付
税
が
減
り
始
め
る
た
め
、
財
政
状
況
は
今

よ
り
も
悪
化
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

病
院
関
連
で
は

Ｑ�

７
．
市
民
病
院
の
今
後
に
つ
い
て
、
赤
字
と
聞
く
が

成
り
立
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ 

．現
在
、市
民
病
院
は
経
営
的
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

経
営
形
態
を
変
え
て
い
く
の
か
検
討
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
時
期
、
先
生
が
辞
め
ら
れ
た
影
響
も

あ
り
ま
す
。
昨
年
は
、
小
児
科
の
先
生
が
来
ら
れ
ま

し
た
が
、現
在
、分
娩
は
休
止
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
お
産
が
で
き
て
、
小
児
科
の
充
実
し
た
病
院
を
目

指
し
、
同
じ
よ
う
な
病
院
で
黒
字
を
出
し
て
い
る
所

も
あ
る
の
で
、
工
夫
し
て
何
と
か
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

�

そ
の
他
で
は

Ｑ�

８
．
空
き
家
対
策
と
小
城
の
商
店
街
に
つ
い
て
今
後

の
政
策
は
。

Ａ 

．
空
き
家
の
対
策
は
、
今
の
と
こ
ろ
実
施
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
貸
す
状
況
に
あ
る
か
な
ど
、
空

き
家
の
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
Ｕ
タ
ー
ン
者
へ
の
住
宅
な
ど
の
対
策
と
し
て
も
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
店
舗
対
策
は
商
店
街
の

街
路
整
備
と
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
中
町
、
本

町
、
駅
前
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た

お
店
も
あ
り
ま
す
。
中
心
市
街
地
活
性
化
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
も
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
に
利
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

ま
す
。

Ｑ�

９
．
月
２
回
の
住
民
配
布
（
市
報
な
ど
）
を
郵
送
に

し
て
ほ
し
い
。

Ａ 

．
区
長
配
布
文
書
を
民
間
委
託
（
戸
別
配
布
）
に
で

き
な
い
か
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
各
行
政
区
の

事
情
や
、
地
区
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
区

長
配
布
の
方
が
よ
い
と
な
り
ま
し
た
。
個
人
宛
の
文

書
は
既
に
、
郵
送
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

Ｑ�

10
．
学
校
の
給
食
費
の
滞
納
に
つ
い
て
、
給
食
費
を

滞
納
し
て
い
る
人
に
ま
で
子
ど
も
手
当
を
支
給
す
る

の
は
納
得
で
き
な
い
。滞
納
問
題
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ 

．
こ
れ
ま
で
も
滞
納
の
あ
る
世
帯
は
、
相
談
し
て
子

ど
も
手
当
か
ら
納
め
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

 

総
務
課　

　
担
当　
高
塚
・
岡

　
☎
63

−

８
８
１
８

　

牛

月 実施日 地区

3月

 ９日（金） 円 光 寺（小城）

14日（水） 松葉・西晴気・一本松・
君ケ坂・宿（小城）

16日（金） 出　　分（小城）
20日（火） 黒　　原（小城）
22日（木） 米　　隈（小城）
25日（日） 小城栄町（小城）
26日（月） 西 新 町（小城）
28日（水） 弥 生 町（小城）
29日（木） 萩 ノ 町（小城）

4月

 ２日（月） 西 戸 崎（芦刈）
 ３日（火） 高　　原（小城）
 ６日（金） 上　　町（小城）
 ９日（月） 布施ヶ里（小城）
10日（火） 中　　町（小城）
16日（月） 下　　町（小城）
18日（水） 蛭 子 町（小城）
19日（木） 鯖　　岡（小城）
23日（月） 岡　　町（小城）
25日（水） 正 徳 町（小城）
26日（木） 朝 日 町（小城）

平成24年「市長と語る会」日程表

※希望があれば、土曜日・日曜日の開催も可能です。
　お気軽にご相談ください。

◆場所　各地区の公民館
◆時間　19時〜
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平
成
24
年
度
日
々
雇
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

◆
応
募
方
法

（
郵
送
の
場
合
）

　
封
筒
の
表
に
「
履
歴
書
在
中
」
と
朱

書
き
し
、左
記
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
８
４
５

−

８
５
０
１

小
城
市
小
城
町
２
５
３
番
地
21

小
城
市
役
所　
商
工
観
光
課　
宛

（
持
参
の
場
合
）

・　

 

商
工
観
光
課

※
注
意
事
項

・     

履
歴
書
に
は
必
ず
写
真
を
添
付
し
、

昼
間
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・  

履
歴
書
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
限　
３
月
16
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

◆
採
用
方
法

　
後
日
、
試
験
を
行
い
採
用
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。   

�
�

�
�

【
業
務
内
容
】

◆
職
種　
普
通
作
業
員

◆
業
務
内
容

　
観
光
施
設
な
ど
の
清
掃
お
よ
び
除
草

（
草
刈
機
等
使
用
有
）
作
業
な
ど

◆
必
要
な
資
格
な
ど　
な
し

◆
雇
用
予
定
期
間　
４
月
～
12
月
ま
で

◆
基
本
的
な
勤
務
形
態�

　
月
～
金
曜
日

　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

◆
主
な
勤
務
場
所　
市
内
観
光
施
設　

　

�◆
募
集
人
員
（
予
定
）　
３
人 

◆
報
酬　
日
額
８
、
３
５
０
円

※�

予
定
の
た
め
内
容
が
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。�

�

【
問
合
せ
】　

�

商
工
観
光
課

　
担
当　
山
口
・
原
口

　
☎
73

−

８
８
１
３

小

小

小
城
市
芦
刈
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

　

芦
刈
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は

『
小
城
市
芦
刈
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
』

に
名
称
を
変
更
し
、
３
月
23
日
�
、
12

時
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
会
議
室
、
和
室
、
市
民
活
動
室
、
多

目
的
ホ
ー
ル
の
施
設
予
約
は
、
芦
刈
公

民
館
（
☎
63

−

８
８
３
５
）
で
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
民
の
相

互
交
流
を
目
的
と
し
、
地
域
活
性
化
の

拠
点
と
し
て
文
化
・
交
流
等
の
活
動
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
え
る
施
設
と

し
て
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
施
設
に
は
、
地
域
内
外
の
方
の
交
流

や
打
合
せ
が
で
き
る
交
流
ホ
ー
ル
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
音
響
設
備
が
備
わ
っ

た
会
議
室
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
小
城
市
民
図
書
館
芦
刈
分
室

は
、
広
く
、
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
本

を
読
め
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
楽
し
い

時
間
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
３
月
19
日
㈪
か
ら
芦
刈
公
民
館
は
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

 

都
市
整
備
推
進
室

　
担
当　
田
中
・
南
里　

　
☎
63

−

８
８
２
６

芦

テラス南は、芝生広場で、小さいお子さんが楽しく遊
べます。

芦刈分室は、木目が特徴の親しみやすい図書室になり
ました。

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
市
内
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
、
学
校
な
ど
で
学
級
閉
鎖
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
予
防
を
心
が
け
、「
か
か
っ

た
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

◆
症
状

　
の
ど
の
痛
み
、
咳
、
鼻
水
な
ど
の
風

邪
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
38
度
以
上

の
高
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
の
全
身
症
状
が
突
然
現
れ
、
重
症
化

す
る
と
肺
炎
・
脳
症
を
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

※ 

夜
間
休
日
診
療
が
増
え
て
い
ま
す
。

重
症
患
者
の
治
療
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
た
め
に
も
、
出
来
る
だ
け
平
日

の
昼
間
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

学
級
閉
鎖
に
な
っ
た
場
合
は
、
風
邪

症
状
が
な
い
場
合
で
も
、
外
出
を
控

え
て
自
宅
な
ど
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
予
防
方
法

・ 

十
分
な
睡
眠
と

　
休
養
を
と
る
。

・ 

手
洗
い
、
う
が
い
の
徹
底
。

・ 

咳
、
く
し
ゃ
み
が
出
て
い
る
人
は
マ

ス
ク
を
つ
け
る
。

・ 

予
防
接
種
を
受
け
る
。

【
問
合
せ
】　

�

健
康
増
進
課

　
担
当　
南
里
・
橋
間

　
☎
73

−

８
８
２
２

三

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す

　
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
肺
炎

球
菌
が
原
因
と
な
る
肺
炎
な
ど
の
感
染

症
を
予
防
し
、
発
症
し
て
も
症
状
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

※�

予
防
ワ
ク
チ
ン(

予
防
接
種)

は
、
任

意
の
予
防
接
種
で
す
。

肺
炎
球
菌
と
は
？　

　
高
齢
の
方
が
発
症
す
る
肺
炎
の
原
因

と
な
る
病
原
体
の
中
で
、
最
も
多
い
原

因
菌
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染

し
た
後
な
ど
、
こ
の
菌
に
よ
り
肺
炎
に

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

　
市
内
在
住
の
75
歳
以
上
で
、
５
年
以

内
に
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な

い
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
。

※ 

効
果
が
持
続
す
る
た
め
５
年
に
１
回

の
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
接
種
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関

　
小
城
市
内
の
指
定
医
療
機
関

※
市
外
医
療
機
関
は
助
成
対
象
外
で
す
。

※ 

指
定
医
療
機
関
は
、
お
問
合
せ
い
た

だ
く
か
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
物　
健
康
保
険
証
な
ど
住

所
・
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
。

【
問
合
せ
】
　�

健
康
増
進
課

　
担
当　
南
里
・
橋
間

　
☎
73

−

８
８
２
２

三

小城市内の
医療機関へ予約

医療機関で
予防接種
約8,000円

病院での
支払いは
約5,000円でOK

小城市
助成額
3,000円

※接種費用は医療機関
によって異なります。

《接種の手順》
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〜 会場では「犬の登録」「死亡届」なども受け付けします 〜

狂犬病予防注射（集合注射）を実施します！

市内10か所で狂犬病予防注射（集合注射）を実施します。
◆�期間　４月３日（火）～15日（日）

生後91日以上の犬は、
「生涯１回の登録・
��毎年１回の
��狂犬病予防注射」
　　が義務付けられています！

�犬の登録がお済みの方�
 ○案内はがき
 ○注射料金　　　　　　　　 2,500円／頭
 ○注射済票交付手数料　　　　 550円／頭
 　　　　　　　　　　　　計 3,050円／頭

　県下一斉美化活動の一環として実施している春の一斉清掃。今年は4月15日（日）
を基準日として実施します。「自分たちのまちは自分たちできれいにしましょう」を
合言葉に今年も多数の市民の皆さんの参加をお願いします。

�犬の登録がお済みでない方�
 ○犬の登録料　　　　　　　3,000円／頭
 ○注射料金　　　　　　　　2,500円／頭
 ○注射済票交付手数料　　　　550円／頭
　　　　　　　　　　　　計 6,050円／頭

【平成24年度　狂犬病予防集合注射　実施日程】

【会場へ持参する物】

平成24年度　春の一斉清掃基準日は 4月15日（日）

実施日 時間 場所

４月３日（火）
10：00〜11：00 三里支館（小城町）

14：00〜15：00 晴田支館（小城町）

４月４日（水）
10：00〜11：00 織島浄化センター（三日月町）

14：00〜15：00 牛津庁舎（東側駐車場）

４月６日（金） 10：00〜11：00 芦刈庁舎（西側駐車場）

４月８日（日）
 9：30〜11：00 芦刈庁舎（西側駐車場）

14：00〜15：30 牛津庁舎（北側駐車場）

４月10日（火）
10：00〜11：00 JAさが砥川支所

14：00〜15：00 小城公民館（南側駐車場）

４月13日（金）
10：00〜11：00 岩松支館（小城町）

14：00〜15：00 三日月体育館

４月15日（日）
 9：30〜11：00 三日月庁舎（南側駐車場）

14：00〜15：30 小城公民館（南側駐車場）

【問合せ】�小 �環境課　担当　福元・山口　☎73-8803

ボ
ク
を
注
射
に

連
れ
て
っ
て
ね
！

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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�

肝
が
ん
と
は�

　
「
肝
が
ん
」の
原
因
の
９
割
が
Ｂ
型・

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
で
す
。

　
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
は
、
４
人
に
１
人
が

が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
感
染
か
ら
発
症
ま
で
に
約
25
年
～
30

年
か
か
る
た
め
、
発
症
年
齢
は
50
歳
過

ぎ
に
多
く
な
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
持
続

感
染
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
の
う
ち
、
10
～

15
％
の
方
は
慢
性
肝
炎
に
な
り
、
突
然

肝
が
ん
へ
進
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強

く
、
最
近
で
は
若
い
世
代
で
性
交
渉
で

の
感
染
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
の

い
ず
れ
か
が
ウ
イ
ル
ス
陽
性
の
場
合
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
こ
と
で
感
染
を

予
防
で
き
ま
す
。

�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う�

　
ま
ず
は
自
分
が
感
染
し
て
い
な
い
か

ど
う
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
５
月
か
ら
始
ま
る
総
合
健

診
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施
し
ま

す
。

◆
対
象
者　
20
歳
以
上
の
方

◆
検
査
費
用　
　
無
料

※ 
市
の
健
診
以
外
で
も
県
内
の
多
く
の

医
療
機
関
で
い
つ
で
も
無
料
で
検
査

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

�

肝
臓
専
門
医
が
い
る
医
療
機
関�

《
小
城
市
》　

・
江
口
病
院
（
三
日
月
町
）　

・
し
ま
う
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
牛
津
町
）

《
佐
賀
市
》

・
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院

・
国
立
病
院
機
構
佐
賀
病
院

・
佐
賀
社
会
保
険
病
院

・
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
な
ど

※ 

右
記
以
外
に
も
県
内
に
専
門
医
療
機

関
が
あ
り
ま
す
。

「
肝
臓
相
談
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
」

�

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
の
方
へ�

　
肝
が
ん
を
防
ぐ
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を

排
除
す
る「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
」

が
有
効
で
す
。　

　
ま
ず
は
、
専
門
医
に
相
談
し
、
治
療

を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
肝
臓
の

状
態
を
見
る
た
め
、
年
に
１
～
２
回
の

血
液
検
査
、
エ
コ
ー
検
査
を
欠
か
さ
ず

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

�

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
の
方
へ�

　
肝
機
能
検
査
（
A
S
T

・

A
L
T

・

γ

−

G
T
P
）が
異
常
な
し
だ
っ
た
り
、

年
齢
が
若
い
方
で
も
、
突
然
肝
が
ん
を

発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
以
前
、

キ
ャ
リ
ア
と
診
断
さ
れ
た
方
で
も
、
一

度
は
専
門
医
を
受
診
し
、
年
に
１
～
２

回
の
血
液
検
査
と
、
エ
コ
ー
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
治
療
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
の
他
、
服
用
す
る
と
効
果
が
あ
る

内
服
薬
が
あ
り
ま
す
。

�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
治
療
費
助
成
制
度�

　
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

月
に
１
万
円（
高
額
所
得
者
は
２
万
円
）

の
個
人
負
担
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
制

度
で
す
。
平
成
26
年
度
ま
で
助
成
予
定

で
す
の
で
早
め
に
治
療
を
始
め
ま
し
ょ

う
。

【
問
合
せ
】
佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
30

−

１
９
０
５

�

肝
臓
相
談
セ
ン
タ
ー
の
電
話
相
談�

　
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
内

　
☎
34

−

３
７
３
１

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）　

　
13
時
～
16
時

【
問
合
せ
】　

 

健
康
増
進
課　

　
担
当　
松
尾
・
今
泉

　
☎
73

−

８
８
２
２

三

佐
賀
県
は
「
肝
が
ん
」
死
亡
率
が
12
年
連
続
全
国
１
位
！�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
お
済
み
で
す
か
？
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【問合せ】�小 �国保年金課　担当　岩本・嘉村　☎73-8802

試算した後の加入をおススメします！
任意継続の保険料と国保税を試算後、どちらの健康保険へ加入するか検討してください。

・国保税の試算　　　⇒　小 �税務課（☎73-8801）にお問合せください。
・任意継続の保険料　⇒　協会けんぽ（☎27-0611）または加入されている組合にお問合せください。

就職などで国民健康保険を脱退する場合
　届出をしないと国保税は課税され続けます。
14日以内に手続きしてください。
　◆持参する物
　・国保の保険証
　・新しく加入した社会保険証（全員分）
　・印鑑

学生の方で市外に転出する場合
　市外に住所を移しても小城市の国保を継
続できます。※毎年の届出が必要です

　◆持参する物
　・学生証または在学証明書
　　  ※４月から入学される方は入学が確認できるもの
　・国保の保険証（差し替えになります）
　・印鑑

社会保険に入っていますか？

退職後、ご家族の健康保険の扶養に入ることができますか？

職場の健康保険に加入して２か月
以上期間がありますか。

ご家族の勤務先にお問
合せください。

任意継続健康保険に加入することができます。
※ 共済組合など加入期間が１年以上必要な場

合もあります。ご確認ください。

国保に加入してください。

退職日の翌日から20日以内に手続きしてくだ
さい。（加入期間２年）

【問合せ・手続き先】
　・全国健康保険協会佐賀支部（協会けんぽ）
　　☎27-0611
※ 協会けんぽ以外の方は、加入されている組

合にお問合せください。
※ 任意継続健康保険は、保険料を納付期日ま
でに納付しなかった場合などは加入期間中
でも資格が喪失します。

14日以内に手続きしてください。
◆持参する物
・健康保険が切れた証明書
  （健康保険資格喪失証明書または離職票）
・年金証書
  （年金を受給されている65歳未満の方のみ）
・印鑑
◆手続き場所　各庁舎総合窓口、小 国保年金課

　 届け出が遅れた場合、国保への加入日は前
の健康保険の資格がなくなった翌日まで遡るた
め、保険税も遡って計算され課税されます。

退職後の国保の手続きはお早めに！

はい

いいえ

＜自動的に切り替わりません！　手続きが必要です。＞

はい

はい いいえ

はい いいえ いいえ

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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各課からのお知らせ

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ
ま
へ

　
４
月
１
日
か
ら
、
高
額
な
外
来
診
療

を
受
診
す
る
際
も
「
限
度
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
な
ど

で
の
１
か
月
分
の
支
払
い
が
一
定
の
金

額
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
70
歳
未
満
の
方
と

70
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
な
ど
の
方

は
、
事
前
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
の
方
》

◆
手
続
き
場
所

・
各
庁
舎
総
合
窓
口

・　

 

国
保
年
金
課

◆
持
参
す
る
物

・
印
鑑

・ 
手
続
き
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認

書
類

※ 

現
在
、
入
院
診
療
の
分
で
「
限
度
額

認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の

ま
ま
使
え
ま
す
。

※ 

国
保
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯
に
は
交

付
で
き
ま
せ
ん
。

《
社
会
保
険
等
他
の
保
険
に
加
入
の
方
》

　
ご
加
入
の
医
療
保
険
者
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　

 

国
保
年
金
課

　
担
当　
古
川
・
於
保　

　
☎
73

−

８
８
０
２

小

小

国
民
年
金
へ
の
切
り
替
え
手
続
き
も
忘
れ
ず
に

　
３
月
か
ら
４
月
は
会
社
を
退
職
さ

れ
、
社
会
保
険
な
ど
か
ら
国
民
健
康
保

険
に
切
り
替
え
を
さ
れ
る
方
が
多
い
時

期
で
す
。

　
60
歳
未
満
の
方
は
医
療
保
険
の
切
り

替
え
と
同
時
に
国
民
年
金
へ
の
加
入

（
種
別
変
更
）
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
退
職
の
場
合

・�

退
職
者
本
人
…
退
職
時
、
60
歳
未
満

の
方
は
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

が
必
要
で
す
。

※ 

退
職
時
、
60
歳
を
超
え
て
い
る
方
は

任
意
加
入
す
る
場
合
を
除
き
手
続
き

は
不
要
で
す
。

・�

退
職
者
本
人
の
保
険
（
厚
生
年
金
な

ど
）
の
扶
養
に
入
っ
て
い
た
配
偶
者

…
国
民
年
金（
第
三
号
か
ら
第
一
号
）

の
種
別
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※��

医
療
保
険
を
任
意
継
続
さ
れ
た
場
合

で
も
、
年
金
の
変
更
手
続
き
は
必
要

で
す
。

◆
持
参
す
る
物

・   

社
会
保
険
な
ど
の
資
格
喪
失
証
明
書

【
退
職
さ
れ
た
職
場
な
ど
で
発
行
】

ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
で
も
可
）

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
】
の
写
し

・ 

印
鑑

（
本
人
が
自
署
す
る
場
合
は
不
要
）

◆
保
険
料
の
免
除
申
請

　
国
民
年
金
へ
の
加
入
（
種
別
変
更
）

と
同
時
に
保
険
料
の
免
除
申
請
を
さ
れ

る
場
合
は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
写
し
の
添
付
が
必
要

で
す
。

◆
手
続
き
場
所

・
各
庁
舎
総
合
窓
口

・　

 

国
保
年
金
課

　
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　

�

国
保
年
金
課　
　

　
担
当　
嘉
村
・
古
川�

　
☎
73

−

８
８
０
２

小

小
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各課からのお知らせ

人
権
の
ま
ど　
平
成
22
年
度
人
権
意
識
調
査
④

問　
あ
な
た
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
、
自

分
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
と
判
断
し
た

場
合
、
あ
な
た
は
誰
に
相
談
し
、
ど
の

よ
う
に
対
処
し
ま
す
か
。（
複
数
回
答
）

　
「
家
族
や
親
戚
」「
友
人･

知
人
」
は

前
回
を
上
回
り
、｢

警
察
や
弁
護
士｣

「
行

政
」
は
、
前
回
と
同
様
の
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
男
女
差
が
大
き
く
で
た
の
は
「
家
族

や
親
戚
」
に
相
談
す
る
で
、
女
性
が
約

76
％
、
男
性
が
約
58
％
で
し
た
。

　
年
齢
別
で
は
、
年
齢
が
高
く
な
る
に

つ
れ
て
「
地
区
の
役
員
や
民
生
委
員
」

「
人
権
擁
護
委
員
」
に
相
談
す
る
と
の

回
答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
意
見
で
は
、
「
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
な
相
談
窓
口
を
作
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、人
権
侵
害
を
受
け
た
と
き
、

「
何
も
し
な
い
で
我
慢
す
る
」
と
の
回

答
が
３.

６
％
あ
り
ま
し
た
。
相
談
す

る
こ
と
で
、
解
決
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
困
っ
た
時
に
は
ひ
と
り
で
抱

え
込
ま
ず
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
広
報
「
さ
く
ら
」
20
日
号
に
気
軽
に

相
談
で
き
る
「
人
権
相
談
」
の
日
程
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
賀
地
方

法
務
局
の
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

５
７
０

−

０
０
３

−

１
１
０
）
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

 

人
権
・
同
和
対
策
室

　
担
当　
金
丸
・
早
田

　
☎
73

−

８
８
０
０

小

多
重
債
務　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱

え
て
し
ま
う
「
多
重
債
務
者
」
が
増
加

し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ひ
た
す
ら
返
済
に
追
わ
れ
、
一
人
で

悩
む
だ
け
で
は
、
生
活
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
多
重
債
務
か
ら
抜
け
出
す
解
決
策

は
必
ず
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
相
談
の
流
れ
》

① 

相
談
者
が
抱
え
る
問
題
点
を
伺
い
ま

す
。

② 

相
談
者
と
一
緒
に
解
決
策
を
探
り
な

が
ら
、
相
談
者
に
あ
っ
た
債
務
整
理

の
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

※ 

状
況
に
応
じ
て
、
弁
護
士
な
ど
の
法

律
の
専
門
家
に
相
談
で
き
ま
す
。

◆
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
気
を

つ
け
よ
う
！

■
安
易
に
借
り
入
れ
を
し
な
い
！

■ 

無
計
画
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
買

い
物
を
重
ね
な
い
！

■ 

借
金
し
て
ま
で
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
の
め

り
込
ま
な
い
！

■ 

友
人
や
知
人
に
頼
ま
れ
て
も
、
名
義

を
貸
し
た
り
、
連
帯
保
証
人
に
な
ら

な
い
！

■ 

取
り
立
て
に
追
わ
れ
、
そ
の
場
し
の

ぎ
で
別
の
借
り
入
れ
を
し
な
い
！

多
重
債
務
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た

時
は
消
費
生
活
相
談
員
に
す
ぐ
相
談

◆
相
談
日
時　
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時

◆
相
談
専
用
電
話

　
☎
72

−

５
６
６
７

【
問
合
せ
】　

 

市
民
課

　
担
当　
金
丸
・
野
口

　
☎
72

−

８
８
０
０

小

■H22 （回答者数 1,038人）　■H17 （回答者数 722人）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

家族や親戚に相談

友人・知人に相談

警察や弁護士に相談

県や市など行政に相談

人権擁護委員に相談

地区の役員や民生委員に相談

裁判所に訴える

新聞などマスコミに訴える

何もしないで我慢する

国会議員や地方議会議員に相談

その他

無回答

68.9
64.7

45.1
38.1
36.0
38.6

29.6
30.9

20.5
33.2

15.8
22.4

9.2
10.4

5.2
7.3

3.6
4.0
2.4
2.4
1.1
1.1
0.7

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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Information情報いろいろ

子ども手当の認定申請を忘れてい
ませんか？-至急手続きしないと不利です-

春の普茶料理食事会を開催！

肝がん予防・
糖尿病予防講演会

　小城市は高血糖・メタボリックシンドロームの
方が多い状況です。肝臓病とメタボ、糖尿病は深
い関係性があります。身近な健康問題の1つとして、
ぜひお越しください。
◆日時　３月24日（土）
　（受付12時45分～／開演13時20分～）
◆場所　桜楽館　※入場料無料
～プログラム～
・講演Ⅰ（13時30分～14時）
　「糖尿病とその合併症」
　小城市民病院　黄　泰奉先生
・講演Ⅱ（14時10分～14時50分）
　「肝臓病と生活習慣病」
　佐賀大学医学部　江口　有一郎先生
※�講演終了後、パネルディスカッションと講師へ
の質問Ｑ＆Ａを開催（質問の受付は３月15日（木）
まで）
※�駐車場が込み合う恐れがあります。桜楽館南側
の駐車場をご利用ください。
【問・質問の受付】三健康増進課　☎73-8822

　11月に認定請求申請の受け付けを行いましたが、
まだ提出されていない方は必要書類を確認し、至
急提出をお願いします。
　平成23年10月分から支給を受けるためには、平
成24年３月31日（土）までに申請することになっ
ています。
　平成24年4月以降に申請された場合は、申請月
の翌月分からの支給となり、10月分以降の手当が
支給できなくなりますのでご注意ください。
【問・申】小こども課　☎73-8821

　普茶料理とは江戸時代初期に中国から伝来した
黄
おう

檗
ばく

宗
しゅう

と共に伝わった精進料理です。
◆日時　4月22日（日）12時～
◆場所　小城公民館晴田支館
◆食事券　4,000円（お一人）
◆食事券の販売　４月２日（月）8時30分～
　　　　　　　　（先着60人）
【問】（社）小城市観光協会　☎72-7423

有
料
広
告

　４月１日から「子どもの医療費助成」が実施に
なります。４月１日以降に医療費の助成を受ける
ためには「子どもの医療費受給者資格証」が必要
になります。
　３歳から小学校就学前の児童がいる世帯には申
請書を送付していますので、手続きをしてください。
◆手続場所　各庁舎総合窓口、小こども課
◆手続きに必要なもの
・登録申請書　・印鑑（シャチハタ不可）
・子どもの健康保険証（写し）
◆受付期限　３月９日（金）
◆受付時間　９時から17時まで
※�３歳未満児と小学生、中学生の子どもさんは登
録手続きをする必要はありません。
【問】小こども課　☎73-8821

「子どもの医療費助成」
登録手続きが必要です
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有
料
広
告

軽自動車、バイクの異動手続
きはお済みですか？

「家庭教育支援講座」
参加者募集

津の里ミュージアム10周年記念
〜牛津っ子夢いっぱい作品展〜

　豊かな家族関係のありかたや、心豊かな子ども
を育む家庭教育の重要性を学びましょう。子育て
を楽しむヒントを聞きに来ませんか？
◆日時　３月18日（日）10時～11時30分
◆講師　渡瀬　浩介さん（三日月中学校校長）
◆場所　ドゥイング三日月　※参加費無料
◆対象　子育てに関心のある方（先着50人）
◆申込期限　３月16日（金）
【問・申】小生涯学習課　☎73-8808

◆日時　３月11日（日）～18日（日）
　　　　10時～17時（最終日は16時まで）
◆場所　牛津赤れんが館
◆内容　10年間の記録や思い出の写真、作品の展
示、共同制作【みんなで積み上げよう未来の赤れ
んが館】展示、イメージキャラクターのデザイン
体験コーナーなど
【問】津の里ミュージアム実行委員会
　　　（牛津公民館内）☎63-8813

　軽自動車税は、３月末までに廃車や名義変更な
どの手続きを行わないと、４月１日現在の所有者
に課税されます。ご注意ください。
◆こんな場合は必ず手続きが必要です！
・車を売買、廃車した　・所有者が変わった
・住所が変わった　　　・車体を変更した
・標識の紛失、破損、字体が消えた
・�盗難にあった（警察署に盗難届を出した後、廃
車手続きをしてください）
【問合せ・手続き場所】
・原動機付自転車（125㏄以下）・小型特殊自動車
　⇒税務課（小城庁舎）☎73-8801
※�ナンバープレートが有る場合は各庁舎総合窓口
でも手続きできます。
・�軽二輪（125㏄を超え250㏄以下）、軽三輪車、
軽四輪車（660㏄以下）
　⇒軽自動車検査協会　☎30-4078
・小型二輪（251㏄以上）
　⇒佐賀運輸支局　☎050-5540-2082

第６回小城中学校吹奏楽部
スプリングコンサート

　創部52周年、県中学校吹奏楽コンクールで金賞
を受賞している伝統の演奏をお楽しみください。
◆日時　３月31日（土）13時30分～15時30分
◆場所　小城中学校体育館　※入場料無料
◆内容　クラシック・ポップス・歌謡曲などの演奏他
【問】小城中学校吹奏楽部顧問（池上）
　　　☎73-2191

平成23年度
小城高書道部卒業記念作品展

　小城高校の今年度の卒業生と在校生が心を込め
て書きあげた作品を展示します。ご来場ください。
◆日時　３月22日（木）～25日（日）
　　　　９時～17時30分（最終日16時まで）
◆入場料　無料
◆場所　牛津赤れんが館（☎66-0221）
【問】小城高校書道部　☎73-2295

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦
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協会けんぽ加入者の皆様へ 健康保険料率が変わります。

【対象者】協会けんぽ佐賀支部に加入されている方。（水色の健康保険証をお持ちの方）
全国健康保険協会（協会けんぽ）佐賀支部　　佐賀市駅南本町６－４佐賀中央第一生命ビル２階　☎０９５２-２７-０６１２

●９．６０％ から １０.１６％  に変わります。
　（４０歳～６４歳の方は介護保険料  １.５５％  が加わります。）
●平成２４年３月分（４月納付分） より変わります。
●任意継続被保険者の方は、 平成２４年４月分  より変わります。

有
料
広
告

第６回「きらり」名画鑑賞会

　昭和40年代福島県いわきま
ちを救うために「フラガール」
を結成。そんな彼女達は昨年の
東日本大震災後にも自らも被災
を受けながらも懸命に復興のた
めにと踊り続け、人々に勇気と
希望を与え続けています。
◆日時　３月24日（土）
　　　　昼の部　14時～／夜の部　18時～
◆場所　小城公民館　
◆入場料　500円　※中学生以下無料（内100円
を東日本震災復興支援金として寄付します）
※主催：小城女性団体連絡協議会
【問】CSO市民活動センター「ようこそ」
　　　☎72-3566 九州新幹線「新鳥栖駅」

開業１周年記念イベント
◆日時　３月17日（土）10時～17時30分
※�ベストアメニティスタジアム会場は12時～19時
30分（予定）
◆開催場所
◦新鳥栖駅、鳥栖プレミアム・アウトレット
◦ベストアメニティスタジアム
　（社）小城市観光協会も、新鳥栖駅の「ぐるり
ん観光物産展」で小城羊羹やキャラグッズなどを
販売します！

【問】新幹線さが未来づくり協議会事務局
　　（佐賀県新幹線活用・整備推進課内）
　　　☎25－7341

佐賀県がん患者（家族）
集いの会

　互いに励ましあい、情報交換を行う交流の場です。
◆日時　３月12日（月）13時～16時
◆場所　佐賀県総合保健会館
◆内容　折り紙教室、親睦・交流会
◆対象　がん患者とその家族30人(受付順)
◆参加費　300円(１人)
◆申込方法　�住所・氏名・電話番号・家族同伴の

有無をご連絡ください。
◆受付時間　毎週月・水・金�
　　　　　　(10時～13時、14時～16時)
◆受付期間　３月７日(水)
【問・申】財団法人　佐賀県総合保健協会
　　　　　☎27-4666

第50回　春雨まつり

　日本の端
は

唄
うた

の代表作「春雨」の作詩者柴
しば

田
た

花
はな

守
もり

（小
城鍋島藩士）を偲ぶ「春雨まつり」を開催します。
◆日時　4月7日（土）11時30分～14時
◆場所　小城公民館
◆チケット代　5,000円（1人）
　(弁当、飲み物、羊羹、記念品付)
◆チケット販売期間
　３月12日（月）～３月30日（金）（先着300人）
◆内容　
・第一部　長崎検番芸妓衆による舞踊披露
・第二部　祝宴、お楽しみ抽選会（小城市の特産品）
【問・チケット販売】（社）小城市観光協会
　☎72-7423
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消太くん

みんなおいでよ！

３月24日（土）10：00～
牛津保健福祉センター アイル

「あーも！ファミリー」の レシピ
きのこグラタン １人分→91kcal

《作り方》
1カリカリチーズを作るため、クッキング
シートに間隔をあけてチーズを丸く広
げる。ラップをかけずにレンジで約３分
加熱し、冷ましておく。
2耐熱ボウルに小麦粉を入れ、Aを少し
ずつ加え混ぜ、しめじ、エリンギ、バ
ターを順に入れ、ラップをふんわりか
けレンジで約７分加熱する。
3いったんとり出してよく混ぜ、再びラッ
プをふんわりかけて３分加熱する。
4とり出してとろみがつくまでまぜる。
5 アルミカップに移して1のカリカリ
チーズをのせたら完成！

おすすめ

【問合せ】健康増進課　☎73 - 8822

プロフィール：いつも笑顔のママ。料理が
得意で頭の中はおいしいものでい～っぱ
い。なんでもすぐつくれちゃう料理の達人。

材 料 4 人分
■しめじ
■エリンギ
■小麦粉
　  ■ 牛乳
　  ■ 鶏ガラスープの素
　  ■ 塩こしょう
■バター
■ピザ用チーズ
■パセリ

（石づきをとって小房に分ける）40g
（３等分の長さにし、薄切り）40g
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20g
・・・・・・・・・・160cc      

・・2g      
・・・・・・・少々      

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12g
・・・・・・・・・・・・・・20g

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量

ワンポイントアドバイス
カリカリチーズは様子を見ながら焼き
目がつくまで加熱しましょう。

子育てママクッキングに

行ってきました！

A

あーも！ママ

混ぜ合
わせて
おく

資源ごみ収集
＜10：00～ 12：00＞

終日イベント ＜10：00～ 15：00＞
EV試乗会　 日産リーフ、三菱 i-MiEV、電気バイク
生ごみ処理器くうたくんコーナー　 くうたくんを紹介します
リサイクルコーナー　 リサイクルの仕組みを学ぼう！
エコ実験コーナー　 環境やエコ商品の簡単な実験コーナーです

●新聞紙
●雑誌
●ダンボール
●飲料缶（アルミ、スチール）

こども服
おゆずり会

＜14：00～ 15：30＞

mottainai

mottainai

消防車（はしご車）体験
＜13：30～＞

※事前に申込みが必要です。
（小学３年生まで）

高いところから
景色をながめて
みよう！

よ
う
か
ん
右
衛
門
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こ
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、

ほ
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環境エコ
かるた大会

＜11：00～ 12：00＞
ゆるキャラたちと環境エコ
かるたで対決！（小学生対象）
※事前に申込みが必要です。

【問合せ・申込み】  　環境課　担当　松本・川﨑　☎73－8803小

eco
エコフェスタ

こい姫たち

とエコを

学ぼう！

レンジで簡単!!

・アイル入浴券
・マジェンバ食事券などプレゼント 140cmまでの子ども服を

中心に品揃えしています。

たくさん
持ちこんでくださ

い！
初代優勝チームは

どこだ！！

上位入賞チームに
は豪華賞品！

災害支援車もくる
よ！

コレ！コレ！


